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新総合計画（まちづくり）の視点について（まとめ） 

■審議項目 1 米沢市のめざす姿（米沢市の将来都市像）について。 

（これまでの主な意見・提案） 

審議会委員 50 年後に残すもの、50 年後の姿 50 年後に向けた、10～40 年後の姿 

めざす姿 

 

（審議項目 1まとめ） 

 経済が発展している 

 暮らしやすい都市を形成している 

 市民が郷土への誇り、幸福感を抱いている 

 豊かな自然を守り、資源循環型社会（環境）を形成している 

 健康長寿社会の実現、福祉が充実している 

 経済基盤の計画的強化 

 都市整備の計画的推進 

 まちづくりを支える人材育成 

 まちづくり政策の推進方法・仕組みの強化 

 健康長寿社会の形成 

市政の最重要の方向性

（優先施策、新たな施

策など） 

人口定住に結びつく持続可能な経済活動の

実現 

すべての市民の生活の質の向上 地域特性の継承・創造 その他の視点 

 

（審議項目 2まとめ） 

 雇用、働き方の拡大（女性や高齢者の雇

用、多様な働き方など） 

 分野横断・地域間の連携強化（産学官民、

山大工学部、広域や都市間連携など） 

 観光の活性化 

 経済力の強化（所得の向上、産業の強化

など） 

 市民の意識の持ち方（互助精神、足るを

知る、意欲など） 

 地域力の強化（コミュニティの充実、交

流の場など） 

 都市機能の充実（交通インフラ、雪対策、

景観など） 

 健康・医療・福祉の充実（子育て、医療、

福祉サービスなど） 

 人材の育成（郷土愛の育成、地域文化の

継承など） 

 地域資源の発掘（地域資源の魅力向上、

個性を活かした産業など） 

 地域コミュニティの充実（コミュニティ

センター再編、世代交代など） 

 人口集積（大学の拡充など） 

 温故知新 

 

アンケート（将来像第

1位の上位 3項目） 

市民 中学生 高校生世代 

 第 1 位 健康づくりや子ども・お年寄りなどを大切にする保健・福祉

のまち 

商店街やレジャー施設が整備された賑わいと活気のあふれ

るまち 

商店街やレジャー施設が整備された賑わいと活気のあふれ

るまち 

 第 2 位 商店街やレジャー施設が整備された賑わいと活気のあふれ

るまち 

健康づくりや子ども・お年寄りなどを大切にする保健・福祉

のまち 

健康づくりや子ども・お年寄りなどを大切にする保健・福祉

のまち 

 第 3 位 交通事故や災害、犯罪のない安全なまち 交通事故や災害、犯罪のない安全なまち 交通事故や災害、犯罪のない安全なまち 

 私ならこういう

まちにする 

（自由意見） 

（設問なし）  都会的なまち 

 豊かな自然・歴史を大切にするまち 

 活気のあるまち 

 安全、優しいまち 

 みんなが参加するまち 

 活気のあるまちへの再生、若者離れの阻止 

 自然・歴史を活かす 

まちづくりフォーラム 将来都市像（A、Ｂ） →第 1回意見一覧を参照 

米沢の魅力（A、Ｂ） →第 1回意見一覧を参照 

※注：有識者インタビュー等は実施後に提示 
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（米沢市のめざす姿（10 年後の将来都市像）） 

「米沢市を取り巻く時代潮流」「市の現状と地域性」などを踏まえ、長期的な視点から 10 年後の「米沢市のめざす姿（将来都市像）」を設定する。 

 

検討① 将来を見据えた、「まちづくりの目的」 

審議会案 事務局案 

 

 

 

 

 

 

 人口定住に結びつく持続可能な経済活動 

 すべての市民の生活の質の向上 

 地域特性の継承・創造（歴史、文化、自然） 

 

検討② 上記の目的を受けて、10 年後に向けた、「将来都市像（もしくは、将来に向けたキーワード）」 

審議会案 
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■審議項目 2 将来都市像を実現するための「方向性」について 

（これまでの主な意見・提案） 

審議会委員 産業振興 人財育成 都市整備 

核となる取り組み 

 

（審議項目 3まとめ） 

 産業毎の振興策の強化（有機 EL のブランド化、農業の会

社化、観光関連施設の整備、研究成果の事業化など） 

 事業環境の整備（経済の市内循環、成長への投資促進な

ど） 

 連携・ネットワークの強化（産学官民、「米沢ブランド」

構築、国内外ネットワーク構築など） 

 雇用拡大、就労支援（働く女性の支援、労働分配率の向

上など） 

 子どもの教育施策（学力向上、郷土愛、学校再編など） 

 若い世代への施策（産学連携、能力開発・学習機会の充

実など） 

 外部からの人材確保 

 生涯学習の充実（大学を活用した社会人教育など） 

 

 コンパクト化・集約化（街なか居住、施設の移転、資産

価値対策など） 

 商店街の再生（チャレンジショップ街、商業集積など） 

 コミュニティの維持 

 

市の独自性＝米沢市だ

からできる(やらなけ

ればならない)こと 

 

（審議項目 4まとめ） 

 有機エレクトロニクス関連の産業化 

 歴史文化、温泉、米沢のＡＢＣなどを活用した観光振興 

 雪の活用（エネルギー資源、省エネ） 

 上記以外（ＰＲ強化、ブランド構築、大学との連携など） 

 地域の伝統文化、鷹山の精神、大学の機能、コミュニテ

ィ力を活かした学校教育と生涯学習の充実 

 

 城下町らしい街並み、景観形成、観光 

 冬期間の移動インフラ、高齢社会に対応するデマンド交

通 

 計画的なゾーニング（居住エリア、歴史・観光エリアな

ど） 

 

アンケート 出生率の向上（上位項目） 健康寿命を延ばす（上位項目） 転出者の減少抑制（上位項目） 転入者の増加（上位項目） 

 市民  外来診療費や任意の予防接種費用等、子

育てにかかる医療費負担の軽減 

 子育てにかかる悩みや不安を解消するた

めの相談・支援事業 

 婚活イベントの開催等による出逢いの機

会づくり 

 仲間づくり、健康づくり、生きがいづく

り等の活動に対する支援 

 一人暮らしの高齢者への見守り 

 高齢者の就業機会の開拓、技能の活用促

進 

 若者の起業に対して支援することによ

る、新しい雇用の場の創出 

 今後成長が期待できる産業分野への市内

企業の進出促進 

 市内求職者等の就業活動を支援する事業 

 若者移住促進事業 

 転入や Uターン促進の情報提供 

 移住を目的とした交流イベントの開催、

PR 活動 

 中学生 

高校生世代 

（転入増加策（上位項目）） 

 観光、文化、スポーツなどを通して、たくさんの人に米沢市に訪れてもらうこと 

 都会の若者が米沢市に移り住むために、住宅費用を補助すること 

 米沢市に移り住んでもらうためのイベントや、宣伝を行うこと 

まちづくりフォーラム 米沢の魅力（A、Ｂ） →第 1回意見一覧を参照 

市民の担う役割（A、Ｂ） →第 1回意見一覧を参照 

※注：有識者インタビュー等は実施後に提示 
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（米沢市の重要施策） 

将来都市像を実現するための「方向性」を設定する。 

 

検討① まちづくりの目的、将来都市像を実現するための「施策の方針」について 

審議会案 事務局案 

 

 

 

 

 

 

 活力ある産業の振興 

 全ての活動の主体である人財の育成 

 将来を見据える都市整備 

 

検討② 上記の方針を実現する「主要な施策（核となる具体的な施策）」について 

審議会案 

 

 

 

 

 

 


